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	 上海 Medicilon 生物医薬有限会社（Shanghai	Medicilon	Inc.）は、2004 年

に上海で設立された約 500 名の staff を抱える中国大手の非臨床試験受託会社で

す。	

	 弊社は、米国や日本での海外留学・企業従事経験を有する優れた研究者の指示の

もと、創薬プロジェクトにおけるターゲットバリデーション、リード化合物の最適

化から薬効薬理試験、分析試験、安全性試験、更には IND ファイリングも含む包

括的な新薬開発支援体制を整えており、世界各地の約 150 社の企業様から様々な

試験を受託しております。	 	 	

	 さて、皆様ご存知の如く、近年中国における新薬開発と市場開放の急速化が進み、

日系、外資系企業の北京、上海を基盤とした中国進出が活発化しております。	

しかしながら、中国での医薬品許認可に関してはクリアーすべき幾つかの課題が残

されており、それを解消しスムースな開発展開を行う一つの手法として中国国内企

業との共同開発、License	Out 等が挙げられます。	

		そこで、弊社は近年、すぐれた新薬の IP を保有する韓国 Venture 企業と、中国

国内大手製薬企業との連携で、弊社が非臨床試験を担当し、中国 IND 申請に成功

致しましたので、本日、その要旨をお話させていただきます。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	


